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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 そ の 各 々 が 、 ほ ぼ 半 円 形 の 誘 導 コ イ ル 部 と 、 該 半 円 形 誘 導 コ イ ル 部 の 第 １ の 端 部 （ ２ ０
） か ら 延 び る ほ ぼ 直 線 状 の 延 長 部 （ １ ８ ） と を 備 え 、
　 前 記 コ イ ル 部 と 前 記 延 長 部 の 各 々 が 、 前 記 延 長 部 の 端 部 間 で 、 前 記 延 長 部 に 沿 っ て 、 ま
た 前 記 半 円 形 誘 導 コ イ ル 部 を 介 し て 、 前 記 第 １ の 端 部 の 反 対 側 に あ る 前 記 半 円 形 誘 導 コ イ
ル 部 の 第 ２ の 端 部 （ ２ ８ ） に 冷 却 媒 体 を 流 し 、 か つ 、 電 気 を 伝 導 す る た め に 中 空 の 導 電 材
で 作 ら れ て い る 一 対 の 誘 導 コ イ ル 構 成 要 素 （ １ ２ 、 １ ４ ） と 、
　 前 記 半 円 形 誘 導 コ イ ル 部 が 互 い に ろ う 付 け さ れ る 工 作 物 を 取 り 囲 む ほ ぼ 円 形 の コ イ ル を
形 成 す る よ う に 、 か つ 、 前 記 延 長 部 が 互 い に 対 向 し て 整 合 し た 状 態 で 、 前 記 構 成 要 素 を 互
い に 取 外 し 可 能 に 固 定 す る 手 段 （ ３ ０ 、 ３ ２ ） と 、
　 前 記 コ イ ル 部 を そ の 前 記 第 ２ の 端 部 近 傍 で 互 い に 液 圧 的 に 接 続 す る バ イ パ ス 導 管 （ ３ ４
） と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る ろ う 付 け 用 誘 導 コ イ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 そ の 各 々 が 、 ほ ぼ 半 円 形 の 誘 導 コ イ ル 部 と 、 該 半 円 形 誘 導 コ イ ル 部 の 第 １ の 端 部 （ ２ ０
） か ら 延 び る 延 長 部 （ １ ８ ） と を 備 え 、
　 前 記 コ イ ル 部 と 前 記 延 長 部 の 各 々 が 、 前 記 延 長 部 の 端 部 間 で 、 前 記 延 長 部 に 沿 っ て 、 ま
た 前 記 半 円 形 誘 導 コ イ ル 部 を 介 し て 、 前 記 第 １ の 端 部 の 反 対 側 に あ る 前 記 半 円 形 誘 導 コ イ
ル 部 の 第 ２ の 端 部 （ ２ ８ ） に 冷 却 媒 体 を 流 し 、 か つ 、 電 気 を 伝 導 す る た め に 中 空 の 導 電 材
で 作 ら れ 、 前 記 半 円 形 誘 導 コ イ ル 部 の 前 記 第 ２ の 端 部 が 閉 じ ら れ て い る 一 対 の 誘 導 コ イ ル
構 成 要 素 （ １ ２ 、 １ ４ ） と 、
　 前 記 半 円 形 誘 導 コ イ ル 部 が 互 い に ろ う 付 け さ れ る 工 作 物 を 取 り 囲 む ほ ぼ 円 形 の コ イ ル を
形 成 す る よ う に 、 そ の 第 ２ の 端 部 近 傍 で 前 記 構 成 要 素 を 互 い に 固 定 す る 取 外 し 可 能 な 固 定
装 置 と 、



　 前 記 コ イ ル 部 を そ の 前 記 第 ２ の 端 部 近 傍 で 互 い に 液 圧 的 に 接 続 し 、 そ れ に よ っ て 前 記 冷
却 媒 体 が 直 列 的 に １ つ の 構 成 要 素 、 続 い て も う １ つ の 構 成 要 素 を 通 っ て 流 れ る こ と が で き
る バ イ パ ス 導 管 （ ３ ４ ） と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る ろ う 付 け 用 誘 導 コ イ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 構 成 要 素 を 互 い に 固 定 し た と き に 前 記 延 長 部 の 間 に 配 置 さ れ る 電 気 絶 縁 体 （ ２ ６ ）
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 工 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 各 バ イ パ ス 導 管 は 、 前 記 半 円 形 コ イ ル 部 に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ た 一 対 の 接 続 部 （ ３ ２ ） と
、 前 記 冷 却 媒 体 を 前 記 構 成 要 素 の う ち の １ つ の 構 成 要 素 か ら も う １ つ の 構 成 要 素 に 流 す た
め に 両 端 に お い て 前 記 接 続 部 に 連 結 さ れ た 撓 み 導 管 部 （ ３ ４ ） と を 備 え る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 工 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 固 定 手 段 は 、 前 記 半 円 形 コ イ ル 部 の 前 記 第 ２ の 端 部 近 傍 の フ ラ ン ジ （ ３ ０ ） と 、 該
フ ラ ン ジ を 互 い に 取 外 し 可 能 に 固 定 す る ボ ル ト と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又
は 請 求 項 ２ に 記 載 の 工 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 延 長 部 の 末 端 は 、 誘 導 加 熱 ろ う 付 け 装 置 へ 取 外 し 可 能 に 固 定 す る た め の フ ラ ン ジ （
２ ２ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 工 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 コ イ ル 部 間 の 電 気 伝 導 性 を 確 保 す る た め に 前 記 コ イ ル 部 間 に 延 び る 撓 み 導 電 要 素 （
３ ８ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 工 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 構 成 要 素 を 互 い に 固 定 し た と き に 前 記 延 長 部 の 間 に 配 置 さ れ る 電 気 絶 縁 体 （ ２ ６ ）
を 備 え 、 各 バ イ パ ス 導 管 は 、 前 記 半 円 形 コ イ ル 部 に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ た 一 対 の 接 続 部 （ ３
２ ） と 、 前 記 冷 却 媒 体 を 前 記 構 成 要 素 の う ち の １ つ の 構 成 要 素 か ら も う １ つ の 構 成 要 素 に
流 す た め に 両 端 に お い て 前 記 接 続 部 に 連 結 さ れ た 撓 み 導 管 部 （ ３ ４ ） と を 備 え る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 工 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 コ イ ル 部 間 の 電 気 伝 導 性 を 確 保 す る た め に 前 記 コ イ ル 部 間 に 延 び る 撓 み 導 電 要 素 （
３ ８ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 工 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 構 成 要 素 が 、 前 記 第 ２ の 端 部 近 傍 に お い て 互 い に 対 し て 枢 動 し て 、 ほ ぼ ク ラ ム シ ェ
ル 構 成 を も た ら す こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 工 具 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 【 従 来 の 技 術 】
　 構 成 要 素 部 品 を 互 い に ろ う 付 け す る こ と は 、 部 品 を 結 合 す る 方 法 と し て 古 く か ら 試 み ら
れ て き た も の で あ る 。 通 常 、 ろ う 付 け は 、 ろ う 材 及 び フ ラ ッ ク ス 材 と 共 に 開 炎 、 例 え ば プ
ロ パ ン 、 酸 素 ガ ス を 使 用 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。 こ の よ う な ろ う 付 け 方 法 及 び 工 具 は
、 初 期 の 機 械 製 造 方 式 と し て は 満 足 の い く も の で あ る が 、 開 炎 の 使 用 を 安 全 に 用 い る こ と
が で き な い 狭 苦 し く て 限 ら れ た 場 所 で 部 品 を 互 い に ろ う 付 け す る 必 要 性 が あ る こ と も 多 い
。 例 え ば 、 発 電 設 備 で は 、 液 冷 高 電 圧 ブ ッ シ ン グ 構 成 部 品 は 発 電 機 下 部 フ レ ー ム 延 長 部 内
に 設 置 さ れ て い る 。 こ れ ら の 構 成 部 品 の 現 地 で の ろ う 付 け は 、 発 電 設 備 で は 認 め ら れ て い
な い こ と が 多 い 。 従 っ て 、 狭 苦 し く て 限 ら れ た 場 所 で 使 用 す る こ と が で き 、 複 数 の 用 途 に
再 利 用 す る こ と が で き 、 ま た 原 機 の み な ら ず 現 地 補 修 用 途 に も 使 用 す る こ と が で き る 、 互
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い に ろ う 付 け さ れ る 部 品 の 誘 導 加 熱 ろ う 付 け 用 工 具 に 対 す る 必 要 性 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 　 米 国 特 許 ２ ， ８ ０ ５ ， ３ １ ０ 号 公 報
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